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地の中にあります。緑豊かな古橋の森や畑に囲まれ四季の移ろいを感じることがで
きます。また、ゆったりとした敷地の中にも畑があり、利用者は栽培や収穫を楽し
むこともできます。
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地域との交流を積極的に進めています。祭り、老人会、地域ケアプラザで行われる
踊りなどに利用者と一緒に参加しています。また古橋の森で行われる様々な行事に
参加し地域の人と交流しています。散歩中に出会う地域の人にも利用者の名前を憶
えて挨拶をしてくださる方もいます。外出の機会を多く設けています。法人の経営
するレストラン「風の音」へ外食に出かけたり、音楽療法を受けに行っています。
＜工夫点＞
利用者が新たに入ってきた場合、職員の言葉、行動、声掛けを統一して、できるだ
け早くホームの暮らしに慣れてもらえるよう工夫をしています。また職員のみなら
ず利用者の協力を仰いでいます。また、備蓄品の管理をわかりやすくしています。
品名、個数、賞味期限を箱に書くと同時に備品一覧表にも記入しています。賞味期
限が近いものは普段の食事に使い期限切れにならないようにしています。備蓄品の
中にはミキサー食もあります。また非常用としてガラス割りハンマー、ヘルメッ
ト、ボンベなども準備してあります。
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 1 ～ 14

36 ～ 55

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ホーム燐には幼稚園、近くには公園、すぐ向かいには小橋の森と、とても良い環境に
あります。散歩中に地域の方とお会いすると「今日は良い天気だね、元気？」などの
会話をまじえ挨拶を交わします。行事のお誘いもあり参加させて頂いています。ご利
用者様の認知症をご理解して頂いた上で、地域との繋がりを今後も大切にして行きた
いと思います。そして、ご利用者様本位の対応を心がけ、明るく笑顔の絶えない家庭
的な雰囲気に努めています。

所　　在　　地

平成25年2月12日

サービス種別

定　 員　 等

□ 小規模多機能型居宅介護

■ 認知症対応型共同生活介護
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホーム　ちゃんと

大地

 事業所名

 ユニット名
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グループホーム　ちゃんと

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

毎回、事業所の活動状況報告を行い、地域の
方からも行事等の連絡を頂き参加させていた
だいています。ホームの催しも案内させてい
ただいています。地域へより開放するべく助
言を頂き、検討を重ねています。

２ヶ月に一度、運営推進委員会を開き
意見交換を活発に行っています。散歩
路上にある横断歩道の安全性につい
て、小橋の森で行われるピザ作りや
バームクーヘン作りへの参加勧誘、貸
農園の利用について、などの話題が上
がっています。

横浜市グループホーム連絡会加入、泉区・戸
塚区ブロック会や泉区連絡会に参加し、各種
研修等に出席しています。又、泉区保護担当
の方とは近況報告を常にし、連絡を蜜に取る
ようにしています。

生活保護受給者が多くいるため泉区保
護担当職員と報告連絡を密に図ってい
ます。利用者の状態の変化により保護
担当職員の訪問も頻繁にあります。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

運営推進会議において、ホームでの利用者の
様子を伝えたり、利用者様と一緒に積極的に
行事に参加して、認知症への理解を深めてい
ただいています。

　

新人職員にはオリエンテーション時にホーム
の理念を説明しています。常に理念を頭に入
れて、利用者の関わり方を確認しながら、実
践できるように努めています。又、ホーム玄
関や、事務所に掲示して、日々、職員に意識
付けを図っています。

年度毎に理念に沿った事業所独自の目
標を定めています。今年度の目標は
「職員・地域との連携を図り、思いや
りのある環境つくり」「笑顔を引き出
す家庭的な雰囲気つくり」「利用者本
位の対応」です。玄関や事務所に掲示
しています。

理念に沿った事業所独自の目
標を定め掲示しています。職
員の考えを出し合い設定され
た目標ですので、職員の意識
の中により一層の浸透を図る
工夫をされることを期待しま
す。

町内会に加入しており地域のお祭りや交流会
などの行事に参加しています。気軽に挨拶を
交わすことができています。又、地域のボラ
ンティアさんが毎月大正琴の演奏をして下さ
り、より交流を深めています。

地域とのつながりを大切にしていま
す。お祭り、防災訓練（地域）などに
は職員とともに利用者も参加していま
す。また、認知症を知ってもらうため
地元の中学生に体験学習の場として事
業所に来てもらうよう話を進めていま
す。

　

株式会社フィールズ



グループホーム　ちゃんと

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

利用者より意見、要望が出たときは十分に話
しの内容を聞きます。ご家族には面会に来ら
れたときなど伺ったりそのほか、電話やお手
紙、家族会で確認することもあります。今ま
で大きく発展した意見、要望等はありませ
ん。

利用者、家族から運営に関する意見、
要望を聞く機会があまりないことが現
状ですが、夜勤者が起きてきた利用者
とゆっくり話を聞く場を作り、希望、
思いを日勤帯に伝え介護計画に反映さ
せたりと話を聞く体制を作ろうと努め
ています。

本年度は保護担当の方が動いてくださり、数
名の利用者に後見人がつき、様々な書類上の
手続きをしてくださっています。

契約時には一つ一つ十分な説明を行い、疑問
点には再度説明をして、不明な点が無いよう
に理解をいただき、同意の上で契約を結んで
います。解約、改定の際も十分な説明をし同
意を得ています。

研修には積極的に参加し報告書を挙げ、全職
員に周知しています。日頃のケアの中で虐待
につながっていないか、常に、接遇ケアの見
直しを図っています。特に言葉による心理的
虐待には留意し、職員同士で確認し合ってい
ます。

マニュアルがあり職員への周知・理解を深め
ています。研修にも参加して全職員に周知し
ています。テラスへは自由に出入りできるよ
うに開放し拘束緩和に努めています。

利用者の安全確保のため玄関、各フロ
アー入口は施錠していますが、利用者
が外に出たい素振りをした時は一緒に
下まで降りたり、ちょっと外に出たり
しています。また、ドライブに誘うな
どして利用者の気分転換を図っていま
す。

職員は利用者の見守り、言葉
がけなど気を付けて日々の介
護を行っていますが、今後
も、全職員が拘束に関する研
修を受け、理論に裏打ちされ
た介護支援となることを期待
します。

株式会社フィールズ



グループホーム　ちゃんと

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

会議などに積極的な参加を呼びかけ、他ホー
ムとの情報交換ができサービスの向上ができ
るように図られています。法人内のグループ
ホーム、訪問入浴や介護タクシーなど豊富な
ネットワーク作りが出来ています。

年１回の管理者研修、事例発表会や、月１回
の勉強会を開催しています。発表する機会が
あることでも向上心につながっています。ま
た個々に合った外部研修等、積極的な参加を
呼びかけ、自主的に学べる機会としていま
す。研修以外でも個別に指導をしています。

努力、実績等その都度評価し、向上心につな
がるよう努めています。又、個々にあった勤
務調整とし負担をかけず無理の無いようにし
ています。管理者会議等において、職員の意
見を抽出し環境・整備に努めています。

入居前ヒヤリングを経て、見学時には管理者
と、不安、要望など細かいところまで、相談
できる話しやすい場を設け、話しやすい雰囲
気作りを心がけています。安心してサービス
が開始できるように十分な話し合いをして、
より良い関係作りに努めています。

月１回のカンファレンスを設け、職員の意
見、提案を抽出し、カンファレンス以外でも
管理者は職員の立場に立って、一人ひとりの
意見を聞き、表出しやすい環境を作っていま
す。随時、ミニカンファレンスを行い、早期
問題解決、質の向上ににつなげています。

月一回のカンファレンスの中で職員の
意見提案を聞いています。一日の業務
の見直し、二人体制について、利用者
に対して最善の介護ができるように小
さな情報も共有しよう等の意見、提案
がありました。

株式会社フィールズ



グループホーム　ちゃんと

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

介護度が重くなってきてはいますが、日常生
活を家族の一員として楽しく過ごせるよう
に、個々にあった対話を大切にしています。
一緒にたたみ物をしたりゆったりとする時間
も大切にしています。

行事があるときは家族へ連絡し、一緒に参加
できるように配慮しています。面会時や電話
以外に、月１回のお便りには写真も載せて近
況報告をしており、本人をより身近に感じて
いただけるよう努めています。本人が直接電
話をかけることでお互いに安心されるケース
もあります。

本人が今まで大切にされてきた友人や知人が
来訪されたときは、居室でくつろいでいただ
けるよう配慮しています。誕生日に贈り物が
届いたときはお礼の電話を本人にしていただ
き、より良い関係が継続できています。手紙
や電話の支援もその都度対応しています。

通っていた教会の牧師さんの訪問や利
用者の昔の知人が時節毎の花を送って
くれています。来訪者にはお茶出しし
たり利用者の状況を説明したりして他
の利用者と一緒になり歓待していま
す。

現状を把握して、本人と家族が今、何を必要
としているのか充分に話し合いをし、本人と
家族の意向を最優先に考え、支援の方針を決
めていきます。必要に応じて法人内の他事業
所サービス利用もできることを説明していま
す。

入居前の見学時には管理者と、不安、要望な
ど相談できる話し易い場を設け、家族と利用
者との要望の違いなども確認し、利用者だけ
では聞きだせない細かいところも確認して、
安心してサービスが開始できるように、より
良い関係作りに努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

個別のケース記録があり２４時間を通して、
状況の把握がなされています。申し送りノー
トの活用や毎日の申し送りの中で、全員が把
握できるように努めています。又、医療連携
ノートを活用することで、主治医、訪問看護
との連携もとれ情報の把握ができています。

本人との対話や、行動の中からも把握できる
ように日頃の観察に努めています。。意思表
示が困難な利用者でも、表情や行動から汲み
取るようにしています。面会時などに家族の
協力を得たり、職員同士の情報も共有しカン
ファレンスを重ね検討しています。

思いや希望を言葉で表すことが難しい
方が多く、注意深く観察し何を望んで
いるのかを把握するよう努めていま
す。また夜勤者が一対一で話せる環境
を作ったり、日中散歩時に話を聞くよ
うにしています。得た情報は職員間で
共有しています。

入居時にアセスメントを行い、生活歴や趣
味、なじみの暮らし方等を把握して、その後
のケアに活かしています。又、家族やケース
ワーカーから情報収集したり、前施設のサマ
リー（情報連絡票）を参考にしています。

日々、テーブルを囲んでゲームや作業をした
り、食事は皆で一緒にテーブルに集まりま
す。困っている人に手を貸してくださる利用
者もいて、利用者同士が協力し合い一人ひと
りが孤立することなく良い関係が築かれてい
ます。

退所を検討する場合は、その後の行き先も含
めて充分な話し合いをしていきます。退所先
のケースワーカーとも相談していきますが、
あくまでも本人、家族の意向を優先していき
ます。退所後も関係が築かれているケースも
あります。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

毎月、地域のボランティアさんが大正琴を演
奏しに来てくださったり、町内会の行事には
積極的に参加しています。又、数名の方は地
域の理容店を利用し顔馴染みとなっていま
す。

内科（２４時間）、精神科のかかりつけ医が
おり本人、家族の希望により選択できるよう
になっています。入居者の状況等変化があっ
た場合は変更も可能で、速やかに入居者に
合った適切な医療が受けられる体制は整って
います。週１回の訪問歯科も利用できます。

内科、精神科のかかりつけ医が月二
回、歯科、訪問看護は週一回の訪問が
あります。泌尿器科、眼科などは通院
可能な限り事業所で対応しています。
診察の結果はケア記録や医療連携ノー
トに記入して職員全員で情報を共有す
るようになっています。

常に本人の状況を把握し、家族と連絡を取り
調整しています。訪問看護、主治医とも連携
をとりながら、柔軟に支援します。また、風
の音を定期的に昼食会、音楽療法等で利用す
る外出支援や、法人内介護タクシー、訪問入
浴サービスも利用できます。

本人や家族の意思、意向を第一に考えて作成
する他、職員で話し合い皆の意見も取り入れ
ています。又、主治医、訪問看護の助言も介
護計画に反映させています。状況に応じてモ
ニタリングを行い、本人の状況に即した介護
計画を作成しています。

業務中に出てくる職員の意見、気付き
を集約し介護計画に反映しています。
同時に医療連携ノートに記載している
内容、助言も反映しています。毎月行
うカンファレンス、ユニット会議で変
化のあった利用者の説明を行っていま
す。

個別のケース記録に加え、気付きや課題点を
自由に記入できるノートを活用したり、毎日
の申し送りで情報を共有し、見直しが必要な
ときは気付き事項を協議し、本人に一番良い
ケアを見出すことに努めています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

訓練時には消防署の助言等頂き、次回に反映
させるようにしています。横浜市や泉区主催
の防火安全研修会にも参加し、避難方法を学
んでいます。いざと言うときに、慌てないよ
うに日々のシミュレーションを欠かさないよ
うに周知しています。備蓄も完備していま
す。

スプリンクラーを設置しています。備
蓄は三日分ミキサー食も含め用意して
います。夜間想定訓練では、布を使っ
ての利用者の移送、避難などを職員、
利用者、地域の方の参加で行っていま
す。地域の方には避難後の見守りをお
願いしています。

重度化した場合は、家族の意向を早期に確認
し、重度化した場合における対応に係る指針
を説明し、訪問看護、主治医とも十分に話し
合いをし、全員で方針を共有します。特に訪
問看護とは連絡を密に取り合い、様々な情報
交換しより良い終末期を迎えられる体制は
整っています。

契約時に法人としての看取りに対する
指針を説明し、手順マニュアルに沿い
同意書をもらっています。重度化した
場合、24時間体制の医師、訪問看護、
法人内の他事業所の協力（訪問入浴、
福用具貸与など）を得る事ができる体
制を整えています。

全介助の利用者が増加してい
ます。看取りに対する研修は
行われていますが、重度化に
よる介護の仕方の変化などを
再研修され、職員が安心して
看取り支援できるようになる
事を期待します。

対応マニュアルがあり、新入職員にオリエー
テンションで説明するほか、消防署で主催す
る講習会にも参加しています。日々において
の疑問、不明点は訪問看護に連絡をし、急変
時の対応に備えています。

訪問看護ステーションと契約しており、週１
回の訪問では日常的な健康管理や又、少しの
変化でも連絡することにより、かかりつけ医
の指示を取ることができ、医療的支援は充実
しています。医療連携ノート等でも情報共有
化に努めています。

入院中の利用者の状態に合わせて面会を行
い、家族や保護担当とも連絡を密に取り合い
ます。訪問看護ステーションや主治医、連携
病院との連携が取れているため、連絡、相談
をすることで早期退院できる体制は整ってい
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

敷地内の畑の収穫をし一緒にメニューを決
め、食卓に上がることもあります。簡単な下
ごしらえや盛り付けなどしていただいていま
す。音楽を流し職員と一緒に食事を摂り、洗
い物や食器拭きが役割として日課になってい
る利用者もいます。風の音への食事会参加
や、各種行事食を楽しんでもらっています。

食事のメニューは、ある食材で何が出
来るか、何を食べたいかを利用者に聞
いて決定することもあります。利用者
に応じて小さく切ったり、ミキサー食
にして食べやすくなるように支援して
います。月1回は、法人のレストラン
に食事に出かけています。

接遇マニュアルがあり、カンファレンス時や
日々に於いて対応の再確認をしています。新
人職員にはオリエーテンション時に、特に時
間をかけ説明をしています。明るく、表情な
どにも気をつけながら、心和むような対応を
し、否定せず、傾聴を多く取ることを心がけ
ています。

「個人情報保護について」と題して新
入職員に対して研修を行っています。
「個人情報保護マニュアル」を備えて
います。玄関には「個人情報保護」に
ついての掲示があります。トイレの声
掛けには、他者に聞こえないような配
慮を心掛けています。

利用者の思いや希望が表出できるようにコ
ミュニケエーションを少しでも多く取るよう
にし、小さな言動をも見逃さないように配慮
しています。声かけにより自発的に活動でき
るよう働きかけ、自己決定できる機会を多く
作るように心がけています。

個々の意思を尊重し、希望やペースが違うこ
とを理解し、押し付けることの無い対応を心
がけています。基本的には自由に過ごしてい
ただきますが、場合によっては職員側より誘
導していくケースもあります。まとまった外
出や食事会なども自由に決めてもらっていま
す。

外出困難な方は定期的に訪問理容を利用し、
本人の好みの髪型にしてもらっています。月
に一度馴染みの理容店に出かける方もいて外
出できることを楽しみにしています。衣類は
其の日に着るものを一緒に選びながら、自己
決定できるひとつの機会としています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

毎日の散歩、体操により身体の活発化を図る
とともに、毎朝、冷水、牛乳を提供していま
す。寒天ゼリーのおやつや繊維の多い食物の
摂取を心掛けています。朝食後は便器に座る
習慣をつけ排便を促しています。必要に応じ
て訪問看護、主治医の指導を受けています。

個々の希望、体調に合わせて入浴をしていま
す。基本的には午前中ですが、希望もあれば
午後も入浴できます。入浴できない時が続く
場合は、清拭、足浴で保清に努め入浴感覚を
味わっていただくとともに、訪問入浴も利用
でき、菖蒲湯やゆず湯も提供しています。

入浴表を作成し、一目で入浴の状況が
把握できるようにしています。法人の
訪問入浴サービスを無料で受けている
利用者もいます。季節の菖蒲やゆず湯
を楽しんだり、利用者自身が入浴剤を
選んで入れたりしています。

毎食後、個々の食事摂取量や水分摂取量を
チェック表に記録し、摂取状況を把握してい
ます。個々の状態により分量、形態、または
好みの飲み物などと柔軟に対応し、摂取量の
少ない人には栄養補助剤でバランスをとって
います。定期的に管理栄養士の指導も受けら
れます。

毎食後、歯磨きの声かけをし実施していま
す。個々にあった歯ブラシを使い、自力でで
きない人は介助し、定期的に訪問歯科による
口腔衛生指導を受け、必要な利用者には嚥下
検査も実施しています。職員に口腔ケアの大
切さを周知し、入居者に支援しています。

毎日、排泄チェック表に記録し、個々の排泄
パターンを把握し早めの誘導に努めていま
す。自力で行けない方には、表情や仕草で瞬
時にトイレ誘導できるように努めています。

排泄チェック表を作成し、排泄パター
ンを把握し誘導や声掛けを行っていま
す。居室にポータブルトイレを置いて
いた利用者がトイレの近くに居室を移
動し、ナースコールを活用して自力で
トイレでの排泄が出来るように改善し
た事例もあります。
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グループホーム　ちゃんと

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

歌の好きな方に音頭を取っていただいたり、
女性の方には洗濯物をたたんでいただいたり
と、個々の生活歴に合わせ得意分野で力を発
揮していただいています。家族の面会や各種
行事でも気分転換が図られています。

天候、体調を考慮し、できる限り散歩に行く
ようにし、ドライブ兼ねて出かけることもあ
ります。散歩困難な方は外気浴を兼ねて、外
の空気を味わっていただいています。風の音
に定期的に外食等の利用もしています。家族
の協力の外出や地域行事にも参加し外出支援
をしています。

外出の機会を多く設けています。散歩
は、日常的に出かけています。法人の
レストランに月1回の食事、月2回の音
楽療法に出かけています。その他、桜
の花見など季節毎に行事として外出し
ています。教会の礼拝に参加する利用
者もいます。

必要な利用者には買い物に同行して、店頭で
お金を払っていただく買い物支援をしていま
す。本人の買いたい物を伺い、買い物代行を
することもあります。

個々のリズムに合わせて休んでいただいてい
ます。意思表示の困難な利用者には体調に合
わせて、休んでいただいています。夜間は安
眠できるよう明りや、室温の調整、また、リ
ネンの洗濯も随時行い保清に努めるととも
に、加湿対策もしています。

個人ファイルに服薬リストが挿入してあり、
常に最新の状況が分かるようになっていま
す。変更時には職員に周知徹底し、服薬後の
様子観察をしています。服薬時には与薬手順
に沿って誤薬のないよう最新の注意を払い、
服薬後は服薬チェック表に記録しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

玄関周りは無駄のない広いスペースで全面バ
リアフリーとなっています。リビング前面は
大きな窓があり、明るい空間となっていま
す。壁には大きなカレンダーや折り紙細工の
飾り物が多くあります。季節ごとの飾りつけ
もしています。また、トイレ等汚れがないよ
う清潔を心掛けています。

リビングは明るくゆったりとしていま
す。雛飾りなど季節毎の飾りつけをし
たり、利用者と職員が一緒に作った折
り紙を展示しています。また、広い
ウッドデッキに出て外気浴をしていま
す。シャワー設備のあるトイレもあり
ます。

共有空間すべてバリアフリーになっており、
中央には大きなソファーを設置し、そこで新
聞を読んだり、洗濯物を畳んだりと自由に過
ごしていただいています。自身で動けないに
方には、希望に沿いながら誘導し、個々の自
由時間を過ごしていただいています。

居室家具等は本人の使い慣れた物を、本人、
家族と相談の上、配置しています。クロー
ゼット内は衣類等取り出しやすいように整理
しています。家族や知人の写真を飾ったり、
ぬいぐるみを置いて安心、くつろげる空間と
なっている方もいます。

利用者は、仏壇・タンス・鏡台・テレ
ビなど使い慣れた馴染みの物を持ち込
み、写真などを飾っています。フロー
リングの居室ばかりでなく畳の部屋も
あります。２部屋を続きの部屋として
使用出来る様に工夫された居室もあり
ます。

動線には手すりがついていて、浴槽等も入り
やすい高さになっています。車椅子同士自由
に移動できるスペースも確保できています。
トイレや居室の表示をすることで混乱を回避
しています。できることを見つけていき、待
つ姿勢を大事にして自立を促すよう努めてい
ます。

希望のある方にはいつでも電話がかけられる
ように支援しています。手紙を読めない方に
は代読し伝えています。また、電話をかけ直
接話していただいたりしています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

グループホーム　ちゃんと

空

 事業所名

 ユニット名
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グループホーム　ちゃんと

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

横浜市グループホーム連絡会加入、泉区・戸
塚区ブロック会や泉区連絡会に参加し、各種
研修等に出席しています。生活保護担当の
ケースワーカーとは日頃から連絡を取り合っ
ております。

運営推進会議において、ホームでの利用者の
様子を伝えたり、利用者様と一緒に積極的に
行事に参加して、認知症への理解を深めて頂
いています。

　

新人職員にはオリエンテーション時にホーム
の理念を説明しています。目に付くところに
掲示し、常に理念を頭に入れて、利用者の関
わり方を確認しながら、実践できるように努
めています。日々、職員に意識付けを図って
います。

町内会に加入し地域のお祭りや交流会などの
行事に参加させて頂き交流を図っています。
地域のボランティアさんが毎月大正琴の演奏
に来て下さったり、音楽療法の先生がホーム
に着て下さったりと、より交流を深めていま
す。

　

２ヶ月に１回、事業所の活動状況報告を行
い、地域の方からも行事等の連絡を頂き参加
させて頂いています。ホームの催しも案内さ
せて頂いています。
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グループホーム　ちゃんと

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

法人内の勉強会で学ぶ機会があります。保護
担当ケースワーカーや関連機関とも必要に応
じて相談、話し合う体制は整っています。

契約時には一つ一つ十分な説明を行い、疑問
点には再度説明をして、不明な点が無いよう
に理解を頂き、同意の上で契約を結んでいま
す。解約、改定の際も十分な説明をしていま
す。

利用者様より意見、要望が出たときは十分に
話しの内容を聞きます。ご家族には面会に来
られたときなど伺ったりそのほか、電話やお
手紙、家族会で確認することもあります。

研修に参加して報告書、資料を回覧で回し、
全職員に周知しています。日頃のケアの中で
虐待につながっていないか、常に、接遇ケア
の見直しを図っています。職員間での意見を
抽出し、防止に努めるとともに、特に言葉に
よる心理的虐待には留意しています。

マニュアルがあり職員への周知・理解を深め
ています。研修にも参加して全職員に周知し
ています。
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グループホーム　ちゃんと

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

年１回の管理者研修、事例発表会や、月１回
の勉強会を開催しています。発表する機会が
あることでも向上心に繋がっています。また
個々に合った外部研修等、参加を呼びかけ、
自主的に学べる機会としています。

月１回全体会議を行いケアや業務の見直しを
しています。一人ひとりの意見を聞き、表出
しやすい環境を作っています。

努力、実績等その都度評価し、向上心に繋が
るよう努めています。又、個々にあった勤務
調整とし負担をかけず無理の無いようにして
います。話しやすい、働きやすい職場環境・
整備づくりに努め、小さなことでも耳を傾け
るようにしています。

横浜市グループホーーム連絡会に加入してお
り、交換研修や地区ブロック会会議などにも
参加し、他ホームとの情報交換ができサービ
スの向上ができるように図られています。法
人内のグループホーム、訪問入浴や介護タク
シーなど豊富なネットワーク作りが出来てい
ます。

話しやすい雰囲気作りを心がけています。安
心してサービスが開始できるように十分な話
し合いをして、ご本人様の不安や要望を把握
して対応しています。より良い関係作りに努
めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

入居前の見学時には管理者と、不安、要望な
ど相談できる話し易い場を設け、家族と利用
者との要望の違いなども確認し、利用者だけ
では聞きだせない細かいところも確認して、
安心してサービスが開始できるように、より
良い関係作りに努めています。

行事があるときは家族へ連絡し、一緒に参加
できるように配慮しています。面会時や電話
以外に、月１回のお便りには写真も載せて近
況報告をしており、本人をより身近に感じて
いただけるよう努めています。

現状を把握して、本人と家族が今、何を必要
としているのか充分に話し合いをし、本人と
家族の意向を最優先に考え、支援の方針を決
めていきます。必要に応じて法人内の他事業
所サービス利用もできることを説明していま
す。

常に人生の大先輩であることを忘れずに接し
ています。日常生活を家族の一員として楽し
く過ごし、喜怒哀楽を共にしています。

面会時には、居室で寛いでいただけるよう配
慮しています。より良い関係の支援をしてい
ます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

食事は皆で一緒にテーブルに集まります。。
困っている人に手を貸してくださる利用者も
います。居室にいることの多い利用者は、職
員が間に入ることで、孤立することなく関わ
り合える関係が築かれています。

本人との対話や、行動の中からも把握できる
ように日頃の観察に努めています。意思表示
が困難な利用者でも、表情や行動から汲み取
るようにしています。職員同士の情報も共有
しカンファレンスを重ね検討しています。

入居時にアセスメントを行い、生活暦や趣
味、なじみの暮らし方等を把握して、その後
のケアに活かしています。又、家族やケース
ワーカーから情報収集したり、前施設のサマ
リーを参考にしています。

退所先のケースワーカーとも相談していきま
すが、あくまでも本人、家族の意向を優先し
ています。又、サービス終了後もご家族様か
ら連絡を頂くなどお付き合いを大切にしてい
ます。

個別のケース記録があり２４時間を通して、
状況の把握がなされています。申し送りノー
トの活用や毎日の申し送りの中で、全員が把
握できるように努めています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

内科（２４時間）、精神科のかかりつけ医が
おり本人、家族の希望により選択できるよう
になっています。入居者の状況等変化があっ
た場合は変更も可能で、速やかに入居者に
合った適切な医療が受けられる体制は整って
います。週１回の訪問歯科も利用できます。

常に本人の状況を把握し、家族と連絡を取り
調整しています。訪問看護、主治医とも連携
をとりながら、柔軟に支援します。また、風
の音を定期的に昼食会、音楽療法等で利用す
る外出支援や、法人内介護タクシー、訪問入
浴サービスも利用できます。

毎月、地域のボランティアさんが大正琴を演
奏しに来てくださったり、町内会の行事に積
極的に参加しています。

本人や家族の意思、意向を第一に考えて作成
する他、職員で話し合い皆の意見も取り入れ
ています。又、主治医、訪問看護の助言も介
護計画に反映させています。状況に応じてモ
ニタリングを行い、本人の状況に即した介護
計画を作成しています。

個別のケース記録に加え、気付きや課題点を
自由に記入できるノートを活用しています。
出勤時にノートを確認して対応しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

対応マニュアルがあり、新入職員にオリエー
テンションで説明するほか、消防署で主催す
る講習会にも参加しています。日々において
の疑問、不明点は訪問看護に連絡をし、急変
時の対応に備えています。

訪問看護ステーションと契約しており、週１
回の訪問では日常的な健康管理や又、少しの
変化でも連絡することにより、かかりつけ医
の指示を取ることができ、医療的支援は充実
しています。医療連携ノート等でも情報共有
化に努めています。

入院中の入居者の状態に合わせて面会を行
い、家族とも連絡を密に取り合い、安心に繋
げています。訪問看護ステーションや主治医
との連携が取れているため、連絡、相談をす
ることで早期退院できる体制は整っていま
す。

訓練時には消防署の助言等頂き、次回に反映
させるようにしています。横浜市主催の防火
安全研修会にも参加し、避難方法を学んでい
ます。いざと言うときに、慌てないように
日々のシミュレーションを欠かさないように
周知しています。備蓄も完備しています。

重度化した場合は、家族の意向を早期に確認
し、重度化した場合における対応に係る指針
を説明し、訪問看護、主治医とも十分に話し
合いをし、全員で方針を共有します。特に訪
問看護とは連絡を密に取り合い、様々な情報
交換しより良い終末期を迎えられる体制は
整っています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

接遇マニュアルがあり常に見直しを図り、カ
ンファレンス等で対応の再確認をしていま
す。新人職員にはオリエーテンション時に、
説明をしています。明るく、表情などにも気
をつけながら、心和むような対応をし、否定
せず、傾聴を多く取ることを心がけていま
す。

利用者の思いや希望が表出できるようにコ
ミュニケーションを多く取るようにし、小さ
な言動をも見逃さないように配慮していま
す。声かけにより自発的に活動できるよう働
きかけ、自己決定できる機会を作るように心
がけています。

個々の意思を尊重し、希望やペースが違うこ
とを理解し、押し付けることの無い対応を心
がけています。基本的には自由に過ごしてい
頂きますが、場合によっては職員側より誘導
していくケースもあります。まとまった外出
や食事会なども自由に決めてもらっていま
す。

外出困難な方は定期的に訪問理容を利用し、
本人の好みの髪型にしてもらっています。衣
類は其の日に着るものを一緒に選びながら、
自己決定できるひとつの機会としています。

一緒にメニューを決めたり、簡単な下ごしら
えや盛り付けなどしていただいています。
又、庭の畑の野菜を収穫していただき、新鮮
なものを楽しみながら召し上がっていただい
ています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

毎食後、個々の食事摂取量や水分摂取量を
チェック表に記録し、摂取状況を把握してい
ます。個々の状態により分量、形態、または
好みの飲み物などと柔軟に対応し、摂取量の
少ない人には栄養補助剤でバランスをとって
います。場合により管理栄養士の指導も受け
ています。

毎食後、歯磨きの声かけをし実施していま
す。自力でできない人は介助し清潔保持に努
めています。定期的に訪問歯科による口腔衛
生指導を受け、職員に口腔ケアの大切さを周
知し、入居者に支援しています。

毎日、排泄チェック表に記録し、個々の排泄
パターンを把握し早めの誘導に努めていま
す。自力で行けない方には、表情や仕草で瞬
時にトイレ誘導できるように努めています。

毎日の散歩、体操により身体の活発化を図る
とともに、繊維質の多い食事つくりを心が
け、朝食後は便器に座る習慣をつけ排便を促
しています。必要に応じて訪問看護、主治医
の指導を受けています。

個々の希望、体調に合わせて入浴をしていた
だいています。入浴できない時が続く場合
は、清拭、足浴で保清に努めています。訪問
入浴も利用できます。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

一人ひとりその時の体調、状態に応じ休んで
頂いています。室温調整にも配慮していま
す。

個人ファイルに服薬リストを入れ、常に最新
の状況が分かるようにしています。変更時に
は職員に周知徹底し、誤薬のないように最新
の注意をし、服薬後チェック表に記録してい
ます。

個々の生活暦に合わせ得意分野で力を発揮し
て頂いています。また、入居者様、職員で行
いたいレクリェーションを話し合い、全員で
楽しむ事もあります。

天候、体調を考慮し、散歩に出かけられるよ
う対応しています。また、地域の行事にも参
加し、外出支援をしています。

個人での金銭管理は困難である為、家族や
ホーム側で行っております。散歩時に職員と
一緒にジュースを買うなどの小銭をその都度
渡す事もあります。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

リビングには大きなソファーを設置し、テレ
ビをご覧になったり、洗濯物をたたんで頂い
たり、思い思いに過ごして頂いています。

希望のある方にはいつでも電話がかけられる
ように支援しています。手紙、葉書等読めな
い方には代読し伝え、代筆し返事を送ってい
ます。

リビングには大きな窓があり、自然の光を沢
山取り入れ、冬は太陽光で暖かく過ごして頂
いています。また壁には季節ごとの飾り付け
もし居心地良い空間になっています。トイレ
等の清潔にも心掛けています。

ご本人の使い慣れた家具を、本人や家族と相
談をし設置しています。クローゼット内は衣
類が取り出しやすいように整理し、衣替えも
します。ラジカセ、テレビ、写真などを置
き、寛げる空間となっている方もいます。。

フロアー、廊下、トイレや風呂に手すりが付
いています。トイレや居室にはそれぞれ名前
が付いており、分かりやすくしています。ご
自分が出来る事をそれぞれにして頂いていま
す。

株式会社フィールズ



　（別紙４（２）） 事業所名　グループホーム　ちゃんと

目標達成計画 作成日：　平成　25年　　6月　　1日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

理念に沿った介護をしていくことを念頭に
置いてはいるが、重度化している中、業務
優先になることが多い。

理念を念頭に入れ、利用者様優先の介護
をしていく。

マニュアルの変更をも考慮して、今何が一番
必要としているかを考え、職員で利用者様優
先の統一した介護をしていく。 １２ヶ月

2 5

利用者様の個別性を考慮すると、制限が多
くなる。

自由に動ける環境を｣作り上げていく。 利用者様一人ひとりのニーズを把握して、全
体がスムーズに動き生活できるようにケアプ
ランを反映しながら支援していく。 １２ヶ月

3

　

ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


